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第
５
問 

次
の︻
文
章
︼は
、
王お

う

昭し
ょ
う

君く
ん

と
い
う
女
性
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
あ
る
。
ま
た
、︻
漢
詩
Ⅰ
︼と︻
漢
詩
Ⅱ
︼は
、
王
昭
君
を
題
に
と
っ
た

漢
詩
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
読
ん
で
、
後
の
問
い（
問
1
～
6
）に
答
え
よ
。
な
お
、
設
問
の
都
合
で
返
り
点
・
送
り
仮
名
を
省
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
。 

 
（
配
点
　
45
）

︻
文
章
︼

 

王 

昭 
君 

者
、 

斉 

国 

王 

穣 

女 

也
。 

年 

十 

七
、 

儀 

形 

絶 

麗
、 

以 

節 

聞 

国 

中
。 

長 

者 
求 
之 

者
、 

王 

皆 

不 

許
、 

乃 

献 

漢 

元 

帝
。 

帝 

造 

次 

不 

能 

別 

房 

帷
、 

昭 

君 

恚 
怒 

久
。 

会 

単 

于 

遣 

使
、 

帝 

令 

宮 

人 

装 

出
、 

使 

者 

請 

一 

女
。 

帝 

乃 

謂 

宮 
中 
曰
、「
欲 

至 

単 

于 

者 

起
。」 

昭 

君 

喟 

然 

越 

席 

而 

起
。 

帝 

視 

之
、 

大 

驚 

悔
。 

是 
時
、 
使 

者 

並 

見
、 

不 

得 

止
、 

乃 

賜 

単 

于
。 

単 

于 

大 

悦
、 

献 

諸 

珍 

物
。 

 

昭 

君 

有 

子 

曰 

世 

違
。 

単 

于 

死
、 

世 
違 
継 

立
。 

凡 

為 

胡 

者
、 

父 

死 

わ
う

せ
う

く
ん

せ
い

ノ

わ
う

じ
や
う
ノ
む
す
め

ハ

ニ
シ
テ

テ
㆑

ヲ

コ
ユ㆓

ニ
㆒

ム
ル
モ

㆑

ヲ

（
注
1
）

㆑

サ

チ

（
注
2
）

ズ
㆓

ノ

げ
ん

て
い
ニ㆒

（
注
3
）

ざ
う

じ
ニ
シ
テ

㆑

ハ
㆑

（
注
4
）

ル
㆓

ヲ
㆒

（
注
5
）

い

ぬ
ス
ル
コ
ト

シ

ハ
シ
ム
ル
ニ

㆓
（
注
6
）

ぜ
ん

う

ハ
シ
テ

㆒㆑

ヲ
Ａ

メ
㆓

ヲ
シ
テ

ヒ

い
デ㆒

フ
㆓

ヲ
㆒

チ

ヒ
テ㆓

ニ
㆒

ハ
ク

Ｂ

（
注
7
）

き

ぜ
ん
ト
シ
テ

エ
テ㆑

ヲ

ツ

テ
㆑

ヲ

イ
ニ

ス

ノ

ビ

テ

㆑

㆑

ム
ヲ

チ

フ
㆓

ニ
㆒

イ
ニ

ビ

ズ
㆓

ヲ
㆒

リ
テ㆑

フ
㆓

ト
㆒

シ

ギ
テ

ツ
ア

ル
㆑

（
注
8
）

こ

ハ

ス
レ
バ
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妻 

母
。 

昭 

君 

問 

世 

違 

曰
、「
汝 

為 

漢 

也
、 

為 

胡 

也
。」 

世 

違 

曰
、「
欲 

為 

胡 

耳
。」 

昭 

君 

乃 

吞 

薬 

自 

殺
。

（『
世せ

説せ
つ

新し
ん

語ご

』に
よ
る
）

（
注
）　
1
　
者
―
―
置
き
字
。 

4
　
別
房
帷
―
―
妾め

か
け

に
す
る
。
寵ち

ょ
う

愛あ
い

す
る
。 

7
　
喟
然
―
―
た
め
息
を
つ
い
て
。

2
　
献
―
―
献
上
す
る
。 

5
　
恚
怒
―
―
恨
み
怒
る
こ
と
。 

8
　
胡
―
―
匈
奴
。

3
　
造
次
―
―
す
ぐ
に
。 

6
　
単
于
―
―
匈き

ょ
う

奴ど

の
君
主
。

︻
漢
詩
Ⅰ
︼

 

王
　
昭
　
君
　
　
　
嵯さ

峨が

天
皇

弱 

歳 

辞 

漢 

闕 
 

含 
愁 
入 

胡 

関 

天 

涯 

千 

万 

里 
 

一 

去 
更 
無 

還

沙 

漠 

壊 

蟬 

鬢 
 

風 

霜 

残 

玉 
顔 

唯 

余 

長 

安 

月 
 

照 

送 

幾 

重 

山

（『
文ぶ

ん

華か

秀し
ゅ
う

麗れ
い

集し
ゅ
う

』に
よ
る
）

（
注
）　
9
　
漢
闕
―
―
漢
の
宮
殿
。
　
　
10
　
胡
関
―
―
胡
へ
の
関
所
。
　
　
11
　
蟬
鬢
―
―
蟬せ

み

の
羽
の
よ
う
に
透
け
る
髪
。

め
と
ル㆑

ヲ

ヒ
テ㆓

ニ
㆒

ハ
ク

ハ

ル
㆑

か

ル
㆑

ト

ハ
ク

ス
ル㆑

ラ
ン
ト

㆑

ト

チ

ミ
㆑

ヲ

ス

シ
㆓

（
注
9
）

か
ん

け
つ
ヲ㆒

ン
デ㆑

う
れ
へ
ヲ

ル
㆓

（
注
10
）

こ

く
わ
ん
ニ

㆒

タ
ビ

ツ
テイ

シ
㆑

ル
コ
ト

や
ぶ
リ㆓
（
注
11
）

せ
ん

び
ん
ヲ㆒

そ
こ
な
フ

㆓

ヲ
㆒

ダ

の
こ
ス

ノ

ラ
シ

ル

ノ
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︻
漢
詩
Ⅱ
︼

 

奉 

和 

王 

昭 

君
　
　
　
良よ
し

岑み
ね
の

安や
す

世よ

虜 
地 
何 

遼 

遠 
 

関 

山 

不 

忍 

行

魂 

情 

還 
漢 

闕 
 

形 

影 

向 

胡 

場 

怨 

逐 

辺 

風 
起 

 

愁 

因 

塞 

路 

長

願 

為 

孤 

飛 

雁 
 
歳 

歳 

一 

南 

翔

（『
文
華
秀
麗
集
』に
よ
る
）

（
注
）　
12
　
虜
地
―
―
辺
境
の
異
民
族
の
土
地
。
匈
奴
を
指
す
。
　
　
15
　
魂
情
―
―
心
。

　
　
　
13
　
遼
遠
―
―
は
る
か
に
遠
い
。 

16
　
形
影
―
―
身
体
。

　
　
　
14
　
関
山
―
―
関
所
と
山
々
。 
17
　
塞
路
―
―
辺
境
の
道
。

ル
㆑

シ
㆓

ニ
㆒

（
注
12
）

ゾ

（
注
13
）

れ
う

ゑ
ん
ナ
ル

（
注
14
）

ウ

㆑

ビ
㆑

ク
ニ

（
注
15
）

ル
モ㆓

か
ん

け
つ
ニ㆒

（
注
16
）

カ
フ㆓

ニ
㆒

う
ら
み
ハ
お
ヒ
テ㆓

ヲ
㆒

コ
リ

ハ

リ
テ㆓
（
注
17
）
ニ

㆒

シ

ハ
ク
ハ

リ
㆓

ノ

が
ん
ト㆒

タ
ビ

ニ

か
け
ラ
ン
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問
1
　
波
線
部
ア
～
ウ
の
こ
こ
で
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
各
群
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。
解
答

番
号
は

3０

～

32

。

ア

　「凡
」
　 ①

　
そ
れ
ぞ
れ

②
　
お
お
か
た

③
　
格
別
に

④
　
お
そ
ら
く

イ

　「更
」
　 ①

　
た
ま
に

②
　
常
に

③
　
そ
の
う
え

④
　
決
し
て

ウ

　「不 

忍
」
　 ①

　
間
違
え
ら
れ
な
い

②
　
止
め
ら
れ
な
い

③
　
身
を
隠
せ
な
い

④
　
耐
え
ら
れ
な
い

3０

　　

31

　　

レ32
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問
2
　
傍
線
部
Ａ「
帝 

令 

宮 

人 

装 

出
、
使 

者 

請 

一 

女 

」の
解
釈
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解

答
番
号
は

33

。

①
　
帝
が
宮
女
ら
に
手
伝
わ
せ
て
自
ら
の
服
装
を
整
え
さ
せ
、
使
者
に
女
性
を
一
人
求
め
さ
せ
た

②
　
帝
が
自
ら
宮
女
ら
が
着
て
い
る
衣
装
を
褒
め
る
言
葉
を
述
べ
、
使
者
に
宮
女
ら
を
与
え
た

③
　
帝
が
宮
女
ら
を
後
ろ
に
従
え
て
使
者
の
前
に
出
て
行
き
、
使
者
は
一
人
の
女
性
を
指
名
し
た

④
　
帝
が
宮
女
ら
に
美
し
く
装
わ
せ
て
使
者
の
前
へ
出
さ
せ
、
使
者
は
そ
の
う
ち
の
一
人
を
求
め
た

問
3
　
傍
線
部
Ｂ
「
欲 

至 

単 
于 
者 
起
」
に
つ
い
て
、
返
り
点
の
付
け
方
と
書
き
下
し
文
と
の
組
合
せ
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
～

④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

34

。

①
　
欲 

至 

単 

于 

者 

起
　
　
　
欲
は
単
于
に
至
り
起
つ

②
　
欲 

至 

単 

于 

者 

起
　
　
　
欲
す
る
に
単
于
は
起
つ
者
に
至
る

③
　
欲 

至 

単 

于 

者 

起
　
　
　
単
于
に
至
ら
ん
と
欲
す
る
者
は
起
て

④
　
欲 

至 

単 

于 

者 

起
　
　
　
単
于
は
起
ち
至
る
こ
と
を
欲
す

㆓

㆒

㆓

㆒

㆓

㆒

㆓

㆒㆑

㆑

㆓

㆒

㆑

㆓

㆒
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問
4
　
二
重
傍
線
部「
乃
」と
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る「
す
な
わ
ち
」と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。

解
答
番
号
は

35

。

①
　
朝
方
の
月
を
見
、
す
な
わ
ち
詩
を
吟
ず
。

②
　
実
現
す
れ
ば
す
な
わ
ち
大
変
な
成
果
だ
。

③
　
彼
女
は
母
の
姉
、
す
な
わ
ち
伯
母
で
す
。

④
　
自
身
の
弱
み
は
す
な
わ
ち
強
み
で
あ
る
。
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問
5
　︻
漢
詩
Ⅰ
︼と︻
漢
詩
Ⅱ
︼に
つ
い
て
、
次
の
Ａ
群
の
ａ
・
ｂ
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
後
の
Ｂ
群
の
①
～
⑥
の
う
ち
か
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

36

・

37

。

Ａ
群
　
　

　
　
ａ
　︻
漢
詩
Ⅰ
︼と︻
漢
詩
Ⅱ
︼の
共
通
点
　
　

36

　
　
ｂ
　︻
漢
詩
Ⅰ
︼と︻
漢
詩
Ⅱ
︼の
相
違
点
　
　

37

Ｂ
群
　
　

①
　︻
漢
詩
Ⅰ
︼も︻
漢
詩
Ⅱ
︼も
、
王
昭
君
が
漢
の
宮
殿
を
去
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
を
述
べ
て
い
る
。

②
　︻
漢
詩
Ⅰ
︼も︻
漢
詩
Ⅱ
︼も
、
王
昭
君
と
漢
の
宮
殿
を
隔
て
た
距
離
を
強
調
し
て
い
る
。

③
　︻
漢
詩
Ⅰ
︼も︻
漢
詩
Ⅱ
︼も
、
王
昭
君
に
漢
の
宮
殿
に
対
す
る
未
練
な
ど
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

④
　︻
漢
詩
Ⅰ
︼で
は
近
い
と
し
て
い
る
匈
奴
に
つ
い
て
、︻
漢
詩
Ⅱ
︼で
は
果
て
し
な
く
遠
い
地
と
し
て
描
い
て
い
る
。

⑤
　︻
漢
詩
Ⅰ
︼は
王
昭
君
を
醜
い
女
性
と
し
て
描
き
、︻
漢
詩
Ⅱ
︼は
美
貌
の
女
性
と
し
て
描
い
て
い
る
。

⑥
　︻
漢
詩
Ⅰ
︼は
王
昭
君
を
客
観
的
に
捉
え
て
お
り
、︻
漢
詩
Ⅱ
︼は
語
り
手
が
王
昭
君
の
立
場
で
そ
の
心
情
を
歌
っ
て
い
る
。
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問
6
　︻
漢
詩
Ⅰ
︼か
ら
う
か
が
え
る
王
昭
君
の
説
明
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、次
の
①
～
④
の
う
ち
か
ら
一
つ
選
べ
。
解
答
番
号
は

38

。

①
　
第
一
句「
弱 

歳
」は
、︻
文
章
︼の「
以
　
節 

聞 

国 

中 

」と
同
様
に
王
昭
君
が
節
操
の
固
い
女
性
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

②
　
第
二
句「
入 

胡 

関 

」は
、︻
文
章
︼で
王
昭
君
が
元
帝
に
単
于
の
妻
に
な
れ
と
命
じ
ら
れ
た
結
果
生
じ
た
こ
と
で
あ
る
。

③
　
第
五
句「
蟬 

鬢
」と
第
六
句「
玉 

顔
」は
、︻
文
章
︼の「
儀 

形 

絶 

麗
」と
同
様
に
王
昭
君
が
美
貌
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

④
　
第
七
句「
長 

安 

月
」は
、︻
文
章
︼で
王
昭
君
が
元
帝
を
愛
し
て
い
た
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
元
帝
を
象
徴
す
る
も
の
で
あ
る
。

㆑

㆓

㆒

㆓

㆒
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